
令和３年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

令和３年度における活動内容記入願います。

氏名 山田和史 活動年数 9ヶ月

活動目標

■情報発信
SNSを使った情報発信、毎月発行のフリーペーパーの創刊。
手工芸による地域活性

活動内容

※500 文字以上

■草木染め
仁木町内の農家さんから、剪定後のシャインマスカットの葉と枝を譲っていただき、
それらを使って染料を作り、帆布を染める実験をしました。
金属と食用の酢、そして煮出した染料を使うことによって起こる化学反応を利用し
て染める方法となり、その土地にある草と木を使うことによって、生産出来る色が地
域によって異なるのが草木染めの面白さだと感じました。
今後は色の入っていない牛革を染めるテストをし、染めた革を使って商品開発も進
めていきます。

■児童のワークショップ
豚革を使って、町内の小学生と共にワークショップを開催しました。
見た目は難しそうなものでも、実際に手を動かして作ってみることで、「難しそうな
ものでも、案外作れるものだな」と思ってもらえたのではと思います。

■フリーペーパーの発行
毎月発行のフリーペーパー「仁木町オコジョ新聞」を創刊しました。
仁木町内の情報と共に、普段の生活の中で起きたことなどをエッセイとしてまとめ、
1500 部を発行しています。
発行方法は仁木町内への新聞折込がメインとなり、その他、仁木町役場や仁木町観光
協会などに設置しています。

■SNS
Instagramを毎日更新。
仁木町の情報や、仁木町内で起きた出来事、日々の仕事のことなどを日々書いていま
す。

自己評価

■一年間の自己評価及び進捗状況

コロナ禍もあって、あまり沢山の方とお会いしづらかったが、目標としていた活動は
ある程度クリア出来ているかと思います。



特に毎月のフリーペーパーの発行で、自身の活動状況をお知らせ出来ることと、情報
の共有によって地域の活性化に繋がるものと考えます。

■活動初年度からの自己評価及び進捗状況
1年目ということで、勝手のわからない部分があったが、毎日発信や、毎月発行など
の活動は継続することによって効果が出てくると思うので、退任まで続けていきま
す。

抱負

現在、継続している SNSとフリーペーパーの発行を継続していくことと、令和 4年
度からは「民藝運動」と「移住定住」の活動もしていきたいと考えています。
民藝に関しては、本州の陶芸や伝統工芸といった歴史的なものは北海道にはありま
せんが、手工芸を通じて日々の暮らしに根付く、作品作りを発信する方法を進めてい
きます。
また、移住定住に関しては、空きの多い銀山地区の町営住宅を使い、仁木町でのお試
し住宅の整備をしていきたいと考えています。

そして、ふるさと納税での活動を推進する為、酒類販売免許の取得と、パッケージデ
ザイン、プロモーション、販路の拡大を進める活動をしていきます。

その他
食品衛生責任者取得



活動写真


